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I まえがき

秋田県に於ける昭和50年度の日本脳炎流行予測調査

は， 昭和42年度（須藤たち： 1968)1)からの継続事業で

ある厚生省委託調査に県単独調査を加えて実施したが，

本報ではこれらの調査成績について報告する．

:n: 材料及び方法

A.被検豚血清

表1に示すように，県内 3ケ所の各と畜場を選定し，

1回につき20頭．合計 540頭の豚血清を採取した．すな

わち，厚生省委託調査のと場豚血清は本県中央部の秋田

畜産公社と場を選定し，昭和50年4月から昭和5岡こ12月

までの期間採取した．ただし，昭和5咲p4月から6月ま

でと10月から12月までの期間は県単独調査として実施し

た．また，県内全般の状況を明らかにするために．県北

部は大館と場，県南部は横手と場を選定し．昭和50年7

月から 9月までの 3ヶ月間，県単独調査として実施し

た．

表 1． 検査材料採取表

と畜場名 1区 域 I 採血期間刊ぶ贔～喜嘉I備 考

秋田畜産公社と場i県中央部| S.5碑 4月―-S.5呻 12月 | 420 }厚生省委託調査

大館と湯i県北 部 |s.50年7月一 s.50年9月 1 6° }県単独調査

横手と場 l県南部 |S.5碑 7月――-s.5碑 9月 60 

B．日本脳炎HI抗体価測定方法

日本脳炎HI抗体価測定方法は厚生省指定の方法2)に

従った．

DI 調査成績

昭和5~度の厚生省委託事業及び県単独調査として日

本脳炎HI抗体価測定調査を実施した結果，表2及び表

3と図1に示す調査成績が得られた．すなわち，昭和50

年度の日本脳炎HI［湯性豚の出現時期は昨年度よりも 1

週間早い4月の第3週日にHI陽性豚（陽性率5%)が

出現し，以後12月の第2週目までHI陽性豚出現率は例

年になく各月とも低率（o~s%)な傾向を示した．本

年度におけるHI抗体阻性率のピークは10月第3週の70

表 2. 昭和5呻度日本脳炎流行予測調査（と畜場豚のHI抗体価測定）一厚生省委託事業

採血検査 H I 抗 体 価 HI腸性数2ME感受 HI陽性豚の飼

と畜場名年月日頭数乙詞o| 40| 80 | 160| 320| 640|12801嘉。う醤性率）I鷹贔唱出『地および頭数
秋田畜産公社と湯1sば各I20I 191 I 11 I I I I I ¥- l-1<5%)¥ ¥ ※ 

” |  5. 16| 20| 20|| 1 | | | 1 1 | 1。 1 1__ ※ 

,, I s.261 20! 20! I I I I I I I I I。 I I ※ 

”|  6.12| 20| 201 | | 1 | 1 | | | 1。 1 1 ―函
I, 1 6.23| 20| 20| 1 1 1 | | 1 1 |――|。 I I――玉

” | 7. 1| 20| 19| l| 1 | I I I I I I l (5%)1 1南秋田郡ー1

”1  7. 7| 20| 20| 1 | | | | | | 1 1。 I―7
I, 1 7. 15| 20| 20| | | I I I I I I I。 I I 
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| 7.21| 20| 20| 1 | 1 1 1 | | 1 1。 I l 
| 7.28| 20| 20| | 1 | 1 1 | | l 1。 1 1 
| 8. 4| 20| 19| 11 1 1 | 1 1 1 | 1 1 (5 %)I I 
| 8. l l| 20| 20| 1 | 1 1 1 1 | 1 1。 1 | 
| 8. 18| 20| 20| 1 1 | 1| 1 | | 1。 1 1 
| 8.25| 20| 20| | 1 1 | | I I I I。 I I 
1 9.1! 20! 19! ;I_T_I I l l I I j 1cs%)I |秋田市ー1
1 ,. 8| 20l 19| 1| 1 1 | | 1 1 1 | 1 (5%)| 1秋田市ー1
1 ,.17| 20| 19| 1 | 1 1| | 1 | | 1 1 (5%)| I(100%)1秋田市ー1
1 ,.25| 20| 171 1 | | 1 | l| 2| 1 | 3 (15%)| l (33%)1篇謀靡祉-2
I 10.13| 20| 6| | 1 | | 1 | 4| IOI I 14 (70%)1 。 1南秋田郡ー14※
| l l.25| 20| 20| | | | 1 | 1 | | 1。 1 |※  
i 12.12[ |秋田市ー1 ※ 
14201 3961 41 2! I,1 I 11 61 10! j 24(5.6%)1 I 

※厚生省委託事業以外の調査

昭和50年度日本脳炎流行予測調査（と畜場豚のHI抗体価測定）

と畜場名採血1検査 H I 抗 体 価 HI陽性数12ME感受IHI陽碑の飼

年月日頭数ミ元o| 20| 40 | 8o | 160| 320| 640l1280し言。う饂性率）贋伊晶百ぢ育地および頭数
大館と場料汀ぶI20| 20| | | | 1 | i I I I。 I I 
| 8.26| 20| 201 | | I I I I I I I。 I I 
I 9.221 20¥ 20¥ I I I I I l I I -I。 I I 

,Jヽ計|60:| 1 | 1 | 1 1 | 1 | 1 | 
横手と場 1s汀羞I20! 19¥ I 1I I I I I I I I 1 (5 %)¥ I乎鹿町ー1
| 8.25| 20| 19| 11 | 1 1 1 | | 1 | 1 (5%)1 1乎鹿町ー1
1 ,.29| 20| 18| 1 1 1 1 | 21 1 | | 2 (10%)1。 1臭贔屑こ｛
計・ I 601 I I I I I I I I I I I I 
¥ 120¥ 116¥ 1i 1¥ I_ I _J. 2! I I I 4(3.3~)1. I 
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％にあったが， 2ME感受性抗体は認められなかった．

次に，県単独調査として県北部の大館と場，県南部の

横手と場の豚血清を，昭和5“平7月から 9月までの期問

調査し，表3に示す結果を得た．すなわち，横手と湯豚

においては7月から 9月までの期間に日本脳炎HI陽性

豚（陽性率 3.3%)の若干出現がみられたが，昨年度の
日本脳炎HI隔性率 6.7％よりも低率であった．また．
大館と場においては 7月から 9月までの 3ヶ月間日本脳

炎HI陽性豚の出現は認められなかった．

このように，本年度においては全般的に県内各と畜場

豚の日本脳炎HI陽性率が低い傾向を示したことから，

この要囚を今後解折していく考えである．
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図 1. 昭和50年度日本脳炎HI抗体調査成績

（対象：秋田畜産公社と湯豚）

w まとめ

昭和50年度の厚生省委託及び県単独の日本脳炎流行予

測調査成績は次のとおりであった．

］）県中央部の秋田畜産公社と場における日本脳炎HI

陽性率は 5.6％で昨年度のHI陽性率 9.2％よりも低い

傾向を示した．また， 10月の第3週目に70％の高値のH

I陽性率を示し，本年度のHI陽性率のビークを示した

が， 2ME感受性抗体は認められなかった．

2)県単独調在としては，横手と場が，大館と場よりも

豚のHI陽性率で 3.3％と高く，大館と場豚の約3倍で

あった．

稿を終るにあたり，と場豚採血に御協力をいただいた

秋田保維所，大館保健所，横手保健所，秋田畜産公社の

担当各位に深く謝意を表します．
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